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変パラメーターとなり，最適開口比として3.6XI0- 3 rad. が得られ，この値は本装置に換算するとピ












第 5 章では， KCe-KBr 系， NaCe 斗~aBr 系及び、NaBr -KBr 系アルカリハライド混品のブリル
アン散乱について述べている。ここではブリルアンシフト量から混品比に依存した音速及び弾性定数
C lI , C12し， C 4叫4 が求められた o C12 , C 4“4 は成分と共に直線変化を示し ，C 1日1は中間成分で小さい非直線変化をすることがわかつた O
第 6 章では強誘電体物質のブリルアン散乱について述べている。ここではKNb0 3及び~NaH3(Se03)2 












NaH3 ( Se03)2 についてそのブリルアン散乱を理論的および実験的に研究し，従来まだ報告されてい
なかった有用な知見を得た。
以上のように本研究は低波数分光技術の分肝に大きく寄与するとともに光散乱物性の一端を解明し
たものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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